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研究成果の概要（和文）：この研究はポリティカル・エコロジーの理論的枠組みを用いて、環境問題が社会文化的に構
築されたものという前提に立って森林消失を分析した。その結果、自然資源が限られる環境で生計を維持する戦略とし
ての換金性の高いキンマの栽培のために多くの森林資源が消費されること、さらに、より貧しい層は保全林に不法侵入
し、森林資源や土地を「タダ」で利用することで、生計のバランスを取っていることも明らかになった。ソーシャル・
フォレストの分析では、その状態に大きな偏差があるが、社会的要素を調整すればこの方式による森林再生も可能なこ
とが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research analyzes deforestation in the Teknaf Peninsula under the framework 
of political ecology that environmental problems are socially constructed. Betel leaf cultivation as a 
main subsistence activity in this area is an adaptive measure to obtain a sufficient income to support 
their livelihood in a resource poor environment. But, at the same time, betel leaf cultivation requires 
facilities to provide the plant with shade consume a substantial amount of forest resources. This study 
also finds that the poorer segment of the local population encroaches into the area of protected forest, 
where they enjoy “free” resources and lands in order to sustain their lives.
 The analysis of social forest finds that the condition of forests varies greatly from a plot to a plot. 
The fact that this difference is presumably caused by management, rather than natural conditions, seems 
to suggest the possibility of reforestation under certain controlled sets of management and social 
factors.

研究分野：環境人類学
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は 10 年以上にわたって、バン
グラデシュ、ネパールの地下水砒素汚染の農
村住民への影響の研究を通して、貧困と環境
問題の関係の研究を行ってきた。地下水砒素
汚染の原因は自然由来の砒素であり、汚染は
人間の社会に対してランダムに分布する。し
かし、その被害の分布はランダムではなく、
貧困層により深刻な影響を及ぼすという構
造を持つことが明らかになった。この南アジ
アにおける環境問題と貧困に関する研究を
継続、発展させるため、貧困層が環境問題の
結果として被害者となるという関係とは逆
のベクトルを持つ貧困層が環境問題の原因
という構図に関する研究をはじめた。 
 
申請研究の対象地テクナフ半島では、かつ
ては多くの野生の象が生息する豊かな森林
が存在したが、その多くが失われた。研究代
表者は 2009年 12月から 2011年 5月まで、
住友財団の助成を得て、テクナフ半島の一村
落で限定的な調査を行った。その結果、森林
消失や漁場崩壊には歯止めがかからず、森林
破壊はミャンマー難民及び貧困層と結び付
けて語られることが多く、社会的、文化的要
因が絡まり合った「貧困の環境問題」である
ことが明らかになってきた。そのため、この
問題の解明には、より包括的な枠組みが必要
であると判断し、本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
この研究の上位目標は貧困が原因となり
引き起こされる環境問題のメカニズムの解
明にある。研究の具体的対象は、バングラデ
シュ・テクナフ半島の森林消失である。かつ
ての大規模な乱伐、盗伐によって多くが破壊
されたこの地域の森林は、そのような行為が
停止したのちも再生を果たしていない。つま
り、森林破壊は行為者を変えて継続している
と考えられる。そのため、この研究の第 1の
目的は、ポリティカル・エコロジーの枠組み
で、対象地域の貧困層住民の生業などの日常
活動と森林消失の関係、あるいは森林再生が
妨げられるメカニズムを明らかにすること
である。さらに、森林消失と貧困の関係の知
見をもとに、単なる自然保護策ではなく、貧
困層の生計は担保しつつ森林再生を可能に
するメソドロジーを考察することが第二の
目的である。 
 
３．研究の方法 
第1の目的である対象地の森林再生が妨げ
られているメカニズムの把握のためには、自
然と人間の両面から研究を進める。自然にか
んしては、森林の時間的変化をリモートセン
シングにより把握し、社会的事象とともに分
析した。人間活動は地域全体に対するサーベ
イと個別集落で世帯調査を実施し、特に森林
への影響の大きい活動については、量的な分
析を行った。 

第 2の目的である森林再生のメソドロジー
の形成には、まず、研究対象地の森林植生の
特性を把握し、構成する樹種・樹齢を分析し
た。さらに、地域内の住民と政府の共同管理
で運営されているソーシャル・フォレストの
現況と運営組織を調査分析し、有効性を評価
した。 
 
４．研究成果 
この研究の特色は貧困による環境問題と
いう研究対象自体とその問題を社会的脈略
の中で分析するというポリティカル・エコロ
ジーの理論的枠組みにある。つまり、環境問
題が社会文化的に構築されたものと捉え研
究を実施した。この研究では、貧困層が森林
破壊的な活動に従事せざるを得ない社会的
な状況に追い込まれているという前提に立
ち、この森林消失問題を分析した。 
さらに、この研究計画の第２目的は、その
ような貧困層の生計の道を閉ざすことなく、
同時に森林が再生される方法を探ることで
ある。人間の活動を排除して自然を守るので
はなく、自然を持続的に利用しながら自然環
境を保全する、いわば日本の里山的自然管理
の方向性を志向した。 
したがって、この研究の成果は大きく分け
て、（１）森林消失の原因プロセスおよびそ
のプロセスと貧困との関係についての研究、
（２）森林再生に向けた方向を明らかにする
ための森林の現状分析、森林再生のための方
法論、についてである。 
 
（１）森林消失の原因プロセスと貧困の関係
についての研究成果は 4つにまとめられる。 
１．キンマ栽培 
 当該地域は肥沃で広大な沖積平野が広が
るバングラデシュの他の地域と違い、低い丘
陵と海岸部に限られる狭い平地に特徴づけ
られる。そのため、水田に適した土地は極め
て限られ、傾斜地でも栽培可能な現金作物で
あるキンマが高密度で栽培されている。キン
マは単位面積当たりの農業収入が高く、農地
の狭さに対する適当的な活動である半面、植
物を日陰で栽培する必要のため、日よけの栽
培施設の建設が欠かせない（谷・他 2012）。 
 この研究では、衛星写真の時系列データと
キンマ栽培の拡大を対照しつつ、キンマ栽培
による森林資源の消費が森林の減少に影響
していることを明らかにした（坂本・他 
2013；Sakamoto et al. 2013）。しかし、キン
マ栽培の経済的位置づけの分析では、キンマ
栽培はこの地域の重要な生業であるので、森
林への影響を持って栽培をやめることはで
きないことも明らかになった（谷・他 
2012；Tani et al. 2011; Sakamoto et al. 
2014; Z. Rahman et al. 2013）。 
 キンマ栽培をする経済階層は最下層では
ないが、農業に従事する世帯の中では、農地
所有も少なく経済的にも下層に属する世帯
が多いことが分かった。 



２．ロヒンギャ難民 
 この研究を開始する前の予備調査の段階
では、テクナフ半島の森林破壊の最も大きな
原因はミャンマーからのロヒンギャ難民で
あると言われていた。これは、住民の聞き取
りだけでなく、政府の関係諸機関に対する聞
き取りでもロヒンギャ原因説が聞かれてい
た。 
調査の結果、ロヒンギャ難民は土地や財産
を持たないため、森林における薪の採取で生
計を立てる例は見られたものの、その数は少
なく、テクナフ半島西海岸の集落調査では、
各集落の 10％を超えることはなかった。その
ため、ロヒンギャを森林破壊の主要原因とす
ることはできないことが明らかになった。 
ロヒンギャが集中して居住しているのは、
国際機関が設営した難民キャンプ以外では、
西海岸の 1か所に限られ、そこでは主に漁撈
労働者として働いていた(A. Rahman et al. 
2012, 2013)。 
 
３．森林内（不法）居住者 
 減少が続いているテクナフ半島の森林域
のほとんどが実際は保全林に指定されてい
る。保全林は基本的には人間活動に対して閉
じた地域で、域内の森林を保全することを目
的としている。しかし、実際は、森林資源の
採集伐採だけではなく、多くの居住者がおり、
保全林指定地域内に集落も形成されている。 
 本研究では、指定地域内に居住する住民の
世帯調査を行い、住民属性を明らかにすると
ともに、不法居住の実態を分析した。その結
果、保全林内に常時居住する世帯のうち、不
法居住世帯は約半数、残りは何らかの居住権
を持っていることが分かった。さらに、不法
居住性の属性を分析したところ、合法居住世
帯に比べて、経済的に貧しく、年間収入では
約 4割減であった。また、不法居住世帯の多
くは居住歴が短く、比較的近年になって保全
林外から移住してきたことが分かった(Tani 
et al. 2013, 2014; 谷 2014)。 
 
４．薪の生産、流通、消費 
 森林に最も直接的な影響を及ぼす活動と
して薪の採取がある。生活燃料として薪がほ
ぼ 100％を占めるため、地域内で大量の薪が
必要とされている。 
 地域内でどれだけ薪が消費され、それがど
のように供給されているかというサプライ
チェーンを分析した。薪の消費量ははじめ世
帯調査の際に各世帯の消費量を聞いたが、信
頼性の高いデータを得られないことが分か
った。そのため、サンプル世帯を選び、煮炊
きに使う薪の量を実測した。この分析で、薪
の消費量には一定の傾向があり、収入などの
属性にかかわらず世帯規模の関数でほぼ表
わされることが明らかになった。 
薪の生産流通に関しては、薪の入手方法を
世帯調査で記録し、薪が販売されるバザール
の調査も行った。また、バザールへの薪の供

給源として、中間ベンダーおよび直接の薪採
取者の調査を行った。その結果、薪の採取に
従事しているのは、他に生産手段を持たない
貧困層が多く含まれていることが分かった
（Ullah et al. 2014）。 

 
（２）森林再生の方向性 
１．土地利用・植生分布・毎木調査・屋敷林 
 この研究では、森林再生の方策を考察する
ために対象地の植生の概要を把握するため
トランセクト調査などにより相観植生図を
作成した。これにより、研究対象地の景観構
成、土地利用構成、植生を把握した（Asahiro 
et al. 2011; 朝廣他 2012）。 
 さらに、一般的な林地に比べて豊富な植生
が維持されている屋敷林を調査し、将来的な
森林再生の手掛かりを得た。屋敷林調査は対
象となる屋敷林に多くのタイプが入るよう
に選択し、対象屋敷林の毎木調査を実施した
（Asahiro et al. 2013）。その結果、胸高直径
の分析などから、それぞれに屋敷林の履歴が
明らかになったと共に、樹種の多様性あるい
はその欠落も明らかとなり、バランスのある
林相のデザインに対する示唆を得た。
（Asahiro et al. 2013） 
  
２．ソーシャル・フォレスト（SF） 
 研究対象地では、森林減少に対する対策と
して、ソーシャル・フォレストが活発に設定
されている。本研究では、対象地内に存在す
る 71 か所すべてのソーシャル・フォレスト
（SF）を調査記録した。 
 その結果、対象地内に存在する 12 か所の
現場森林官事務所（forest beat office）の管
轄区ごとに SF プロットの状態が大きく異な
ることが明らかとなった。この違いは植物の
生育環境などの物理的要因によるものもあ
るが、管理方針や社会的要因によりあるプロ
ットでは徹底的な盗伐にあうということで
あった。これに対して、目的通りに樹木が生
育し森林の再生がなされているプロットも
存在し、成功事例として、今後の方針決定の
参考となる事例も存在した（Asahiro et al. 
2014）。 
 さらに、そのような運営の違いを分析する
ため、それぞれの SF プロットで組織されて
いる管理受益者組合のメンバーに対する調
査を行った。組合は現場森林管理官の主導に
よって組織されることから、プロットの森林
の状態に最も主要な影響を及ぼすのも現場
森林管理官であることが明らかになった
（Islam et al. 2014）。 
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